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主催：西日本旅客鉄道株式会社

開会挨拶

JR⻄⽇本�代表取締役社⻑

⻑⾕川�⼀明

『持続的な社会価値の創造に向けた、

企業の環境の取り組みと連携の重要性』

基調講演

『イノベーションを⽣み出すための、

デザイン思考の本質』

13:00〜 13:15〜14:15 15：15〜16：30

12/5（⽊）

2024

JR西日本グループ イノベーション アンド チャレンジ デイ

講演会場

A

『誰でも実践できる！新規事業における正しい仮説検証の進め⽅』 『⼤企業がイノベーションを考える

〜CVC責任者がその戦略/事例を徹底解説！』

14：30〜15：30 15：30〜17：00

『グループ⼀体となったイノベーション活動の展開』 『JR⻄⽇本の働き⽅変⾰「Work�Smile�Project』

14：15〜15：15 16：00〜17：00講演会場

C

講演会場

B

『官⺠連携で創る持続可能な地域のくらし』 『京阪神を中⼼とした産学官連携によるイノベーションの創出と

これからのまちづくり』

10：30〜11：30

『センサーを使った

「短期間」「低コスト」でのホームの安全性向上』

11：30〜12：30

13：00〜14：30

12/6（⾦）

講演会場

A

『鉄道旅⾏の移動体験をリデザインする

〜「ワープ」から「ムーブ」へ〜』

『建設部⾨における鉄道建設DXで⽬指す姿と現在の取組み』

12：00〜13：00 14：00〜15：00

講演会場

C
『⼈流データが拓く未来��

〜マーケティングとまちづくりの新たな

可能性〜』

14：00〜14：50

『⽣成AIの⼒を引き出す！

⽣成AI活⽤のãできないãをãできるãに

変える戦略』

15：10〜16：00

講演会場

B

体験会場

講演会場�B

講演会場�C

受�付

出⼊⼝ 出⼊⼝

EV EV

講演会場�A

展⽰会場

ドローン操縦体験・VR・AR体験 体験 時間 場所 予約等

フロア全体

MAP

ドローン

操縦体験①
（所要時間10分）

操縦体験②
（所要時間3分）

⾃動⾶⾏デモ

VR体験（所要時間10分）

AR体験（所要時間10分）

体験会場において実際にドローンを

操縦いただけます。

12⽉5⽇��13:50〜14:50�

12⽉6⽇��12:10〜13:20

14:50〜16:00

展⽰ブースにて、上下のみの

簡易的な操縦を体験いただけます。

Skydio製ドローンの⾃動⾶⾏を

ご覧いただけます。

※操縦体験ではございません。

ヘッドマウントディスプレイにて、

VRコンテンツを体験いただけます。

ヘッドマウントディスプレイにて、

ARコンテンツを体験いただけます。

体験会場

展⽰会場内

ドローン展⽰

ブース

体験会場

展⽰会場内

VR展⽰ブース

体験会場

開始時刻1時間前に展⽰会場内ドローン

展⽰ブースにて抽選を⾏いますので

ご希望の⽅はご参集ください。

展⽰ブースにて順次体験いただけます。

予約は不要です。開始時刻になりましたら

体験会場にご参集ください。

展⽰ブースにて整理券を配布させて

いただきます。

（整理券がなくなり次第終了です。）

開始時刻1時間前に展⽰会場内

VR展⽰ブースにて抽選を⾏いますので

ご希望の⽅はご参集ください。

（2⽇⽬10:15開始回は10:00に抽選を⾏います）

展⽰時間内随時

12⽉5⽇��12:35〜13:40

12⽉6⽇��13:30〜14:30

展⽰時間内随時

12⽉5⽇��15:10〜17:00

12⽉6⽇��10:15〜11:50

出⼊⼝出⼊⼝

展⽰会場

MAP

ご来場

ありがとうございます。

アンケートに

ぜひご協⼒ください。

⼤鉄⼯業

ドローン展⽰・体験
（ジャパン・インフラ・ウェイマーク、

JR⻄⽇本グループ）

JR⻄⽇本
（デジタルソリューション本部）

JR⻄⽇本（⾞両部）
JR⻄⽇本テクノス
関⻄⼯機整備
後藤⼯業

富⼠電機製作所
JR⻄⽇本新幹線テクノス

てつでん

JR⻄⽇本
（イノベーション

本部）

ジェイアール
⻄⽇本
伊勢丹
法⼈営業

⽇本旅⾏

ジェイアール
⻄⽇本

総合ビルサービス

JR⻄⽇本
ショッピングセンター

カンパニー
広成建設

JR⻄⽇本
電気
システム

⻄⽇本
電気
テック

ジェイアール
⻄⽇本
商事

３Dプリンター
建設技術×
鉄道関連施設
（セレンディクス・

JR⻄⽇本グループ）

JR⻄⽇本
（ビジネスデザイン部）

地球環境保護の
取り組み

(JR⻄⽇本グループ)

アジア
航測

JR⻄⽇本
不動産
開発

⼤阪府
⼤阪市
万博
推進局

銀河
オマージュ
家具

JR⻄⽇本
あいウィル

JR⻄⽇本
カスタマー
リレーションズ

JR⻄⽇本
テクシア

JR⻄⽇本
メンテックグループ

ジェイアール
⻄⽇本

コンサルタンツ

JR⻄⽇本
コミュニケーションズ

JR⻄⽇本
ITソリューションズ

JR⻄⽇本
イノベーションズ

VR展⽰・
体験
(STYLY)



13:15〜14:15��基調講演

デザイン思考の潮流・事例と成功のポイントについてお話いただ

くとともに、後半では、JR⻄⽇本グループが⽬指す新たな顧客体

験について、議論を⾏います。

講演会場A

14：15〜15：15 講演会場C

16：00〜17：00

JR⻄⽇本においては、グループウェアの活⽤をはじめとするコミュニケーションの進化、ローコード・ノーコードツールや⽣成AIによる業務変⾰・価値

創出に取り組んでいます。このセッションでは、過去３年間の取り組みから得た気づきや最新の状況をお話しするとともに、実際にアプリ開発等に

携わっている現役社員によるトークセッションを⾏います。

講演会場C

10：30〜11：30

総合インフラマネジメント事業「JCLaaS」を通じて皆様と共に創っていくこれからの地域社会について、

産学官のパネラーを招き、福知⼭市⽔道事業での官⺠連携等も事例としながら議論を深めます�。

13：00〜14：30

関⻄エリアの持続的な発展に向けて、主要都市である京阪神を中⼼に新たな価値

を創造するため、産学官の共創の在り⽅、これからのまちづくりの⽅向性について、イ

ノベーションの創出を軸に議論を深めます。

かつて、鉄道旅⾏は移動（ムーブ）そのものが特別な体験でした。しかし、時代が変わり、スマートフォンが⼿

放せなくなった今、⾞窓に⽬を向けることなく、気づけば⽬的地に到着�―�まるで瞬間移動（ワープ）したか

のように感じることが増えています。本講演では、この「ワープ」で失われた鉄道旅⾏の本質を再発⾒し、移

動を「ムーブ」として捉え直す可能性とその意義について考察します。

14：00〜15：00

鉄道施設の建設において3次元データ（BIM/CIMや点群）や情報プラットフォームを導⼊し、計画〜設計〜

施⼯〜維持管理まで⼀気通貫でデータを活⽤することで、業務効率化のみならず、より⾼度な業務遂⾏を

⽬指しています。その⽬指す⽅向性と現時点の取り組みについて紹介します。

15：15〜16：30

環境をはじめとするサステナビリティの取り組みは、将来の企業価値の基盤として重要との認識が⾼まっています。

製薬、エネルギー業界を代表する企業である２社、及びJR⻄⽇本のそれぞれの環境の取り組みについて概要を紹介

するともに、業種を超えて環境保全分野での企業連携を進めていく重要性について議論します。

続々と新たなCVCが⽴ち上がる中で、関⻄のインフラ企業は何を⽬的にどのような活動を進め、どのような効果を得て

いるのか。投資戦略やスタートアップ連携の成功の秘訣から、組織の課題まで、具体事例を交えてお届けします。

14：30〜15：30

仮説検証の連続ともいえる新規事業開発。数々の新規事業を⼿掛けた⿇⽣要⼀⽒から、顧客へ仮説検証することの⼤切さを理解していても、

うまく進められない⽅に向けて、明⽇から実践できる「具体的な仮説検証のやり⽅」を紹介いただきます。

講演会場A

講演会場B

15：30〜17：00 講演会場B

講演会場A

講演会場A

講演会場B

11：30〜12：30

ホームからの転落をセンサー＋独⾃開発のアルゴリズムで検知

し、列⾞との接触を未然に防⽌するシステム「ホーム安全スクリー

ン」を開発しました。検知実績・コスト感・今後の展望などをご紹介

させて頂きます。

講演会場C

14：00〜14：50

JR⻄⽇本グループ企業のシナジーで広がる⼈流データの可能性と、現状の分析から未

来展望まで、マーケティングやまちづくりへの応⽤を通じ、新しい価値創出の実例をお届

けします。

講演会場C

15：10〜16：00

ヘルプデスク業務効率化や契約書レビュー⾃動化等の成果から、AIアプリ開発環境と⼈材育成を融合し

た最新の試みをご紹介します。皆様とのディスカッションを通じて、ともに新たなイノベーションを探りま

しょう。

講演会場C

12：00〜13：00 講演会場B

※パネルディスカッションの内容・登壇者は、当⽇までに変更が⽣じる場合があります。��※敬称略

講演会・パネルディスカッション講演会・パネルディスカッション

当社グループでは、これまでのイノベーション活動で築き上げた技術・ノウハウ、コネクションを元に社外の課題解決を図る活動を精⼒的に進めて

います。グループ会社からの出向者も交えたチーム組成の中で進めており、そのリアルな声もお伝えしながら活動内容を紹介します。

光武�裕
アストラゼネカ（株）

ジャパンサステナビリティ�

ディレクター�

⿇⽣�要⼀
（株）アルファドライブ

代表取締役

藏原�潮
⻄⽇本旅客鉄道（株）

専務執⾏役員�

デジタルソリューション本部

ビジネスデザイン部⻑�

中村�直樹
福知⼭市�

上下⽔道事業管理者職務代理者�

上下⽔道部⻑

⾜⽴�泰美
甲南⼤学

経済学部教授

松尾�晃政
ウォーターサービスきほく（株）

代表取締役

メタウォーター（株）

PPP本部

⻄⽇本統括部部⻑

葉村�真樹
＜コーディネーター＞

ボストン・コンサルティング・

グループ

パートナー＆ディレクター

東京都市⼤学教授�

嘉名�光市
⼤阪公⽴⼤学

⼤学院教授

北村�哲也
京都府地域政策室⻑

信時�正⼈
神⼾⼤学�

学術研究推進機構

SDGs推進室客員教授

神⼾SDGsオペレーション

ユニット総括アドバイザー

⼩⽥�雄⽣
⻄⽇本旅客鉄道（株）

理事

地域まちづくり本部

副本部⻑

⽥村�速⼈
（株）JR⻄⽇本テクシア

技術本部�製品技術部

三島�直樹
⻄⽇本旅客鉄道（株）

デジタルソリューション本部

ソリューション営業企画部

鉄道Sol.外販

兼�イノベーション本部

鉄道ソリューション

営業企画室

清⽔�勝
⻄⽇本旅客鉄道（株）

施設部�担当部⻑

橋本�明信
⻄⽇本旅客鉄道（株）

施設部機械課

東本�⼤樹
⻄⽇本旅客鉄道（株）

近畿統括本部�

施設部機械

古堅�俊光
（株）JR⻄⽇本テクシア

技術本部�製品技術部

部⻑

岩嶋�咲
＜モデレーター＞

（株）JR⻄⽇本

イノベーションズ

⻫藤�雪乃
鉄道好きタレント

⽥頭�祥
⽇本テレビ放送網（株）

⽇テレ鉄道部⽴ち上げメンバー

⽩⽔�菜々重
（株）JR⻄⽇本

イノベーションズ

博⼠（情報学）

礒⼭�宗洋
ガートナージャパン（株）

営業本部�⼤阪⽀社

アカウント・エグゼクティブ

武内�雅俊
（株）JR⻄⽇本

コミュニケーションズ

コミュニケーション

プランニング局�次⻑

新村�⽣
（株）ブログウォッチャー

代表取締役

⼭本�信弘
ジェイアール⻄⽇本

コンサルタンツ（株）

取締役兼執⾏役員

計画本部⻑�兼�計画部⻑

伊藤�暁
（株）JR⻄⽇本IT

ソリューションズ

デジタル統括本部�技術部

�技術企画グループ

マネージャー

礒⼭�宗洋
ガートナージャパン（株）

営業本部�⼤阪⽀社

アカウント・エグゼクティブ

⾜⽴�司
（株）JR⻄⽇本IT

ソリューションズ

デジタル統括本部�

システム企画部�

モダナイズ推進グループ�

マネージャー�兼�CCoE

中川�光晴
（株）JR⻄⽇本IT

ソリューションズ

運⽤サービス本部�

システム運⽤部�

システム指令グループ

�ITサービススペシャリスト

伊藤�暁
（株）JR⻄⽇本IT

ソリューションズ

デジタル統括本部�技術部

�技術企画グループ

マネージャー

豊島�正浩
⻄⽇本旅客鉄道（株）

デジタルソリューション本部

ソリューション営業企画部

兼�イノベーション本部

鉄道ソリューション

営業企画室�鉄道Sol.外販課⻑

神⽥�康弘
関⻄電⼒（株）

イノベーション推進本部�部⻑�

兼�合同会社K4Ventures

職務執⾏者

川本�亮
（株）JR⻄⽇本イノベーションズ

代表取締役社⻑

平塚�隆介
コスモエコパワー（株）

電⼒事業戦略部�

部⻑�

平野�剛
⻄⽇本旅客鉄道（株）

経営戦略本部経営戦略部�

担当部⻑∕環境経営室⻑�

⼭﨑�晴太郎

（株）セイタロウデザイン�

代表取締役�

クリエイティブディレクター

奥⽥�英雄

⻄⽇本旅客鉄道（株）

取締役兼常務執⾏役員�

デジタルソリューション本部⻑

猿渡�隆史
⻄⽇本旅客鉄道（株）

⼤阪⼯事事務所

総務企画課�ICT・業務変⾰

担当課⻑

名加�達⽮
⻄⽇本旅客鉄道（株）

デジタルソリューション本部

データアナリティクス

（企画・基盤）

課⻑代理

三島�直樹茂呂�諭⽚平�佳吾佐藤�幸⼀

⻄⽇本旅客鉄道（株）デジタルソリューション本部�ソリューション営業企画部�鉄道�Sol.外販

兼�イノベーション本部�鉄道ソリューション営業企画室

⽯井�俊英阿部�成紀


